
～行ったら何かに出会える場所にするために～ 
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われわれの課題 

学生のニーズが 
わからない！ 

開催のタイミングは 
いつ？ 

学生さんを 
どう使う？ 

先生も意外と 
できてない。。。 

どうやって 
広報しよう？ わたしたちの 

スキルアップ☆ 先生との連携 

学務・教務との連携 
内容・レベルは？ 
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需要と供給のアンバランスを連携で解消 

 

課題のまとめ 
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ＰＤＣＡのサイクル 
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計画 

講習 

見直し 

次回へ 
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１ヘビーユーザー教員のコネを使う 

２学務のトップダウンを狙う 

３学部の学務とつながる 

 

１ヘビーユーザー学生をとりこむ 

２ほっとかれる学生への口コミを狙う 

Ｐ：実施のために 
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実施案 年３回 

４月…ウェルカム講習 

６月…レポート作成できてますか？ 

10月…そろそろ卒論やばくない？？ 

D：講習会の開催 
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参加者へのアンケート 

教員へのインタビュー 

先生や学生さんをキャッチ！ 

  コメントを聞く 

お互いにチェック 

  メーリングリストで強制的に報告しあう 

Ｃ：実施したことの確認 
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内容の改善 

インタビューやコメントを使って 

  チラシをつくる 

教授会でも広報 

 

 

Ａ：次回につなげる 

さあ、開催！ 
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